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.実 験 的前 限部 粧'核症 を対 象 とす る

結核化 学療 法 の研 究
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r本研激 こ脚しては京弧府中 蔀より ｢ス トレプ ト'?イシン｣の捷供を受け･椅 ｢ス ル プ ト
マイシン｣料畢研究費の綿助を受けたo配して群集を表す｡ (内膳釜-)1

ll

接稜による南限部結核症を対象とt/て戟察する方法を､ 単に結核の病巣涙腺の研究に止まらず､結核
化学療法動物実験の一つの予備実車として利用し度いと富ふ考を述べたのであるが､ 其の後モルモツ

ーを用tlで簡単な実験を行ひ略一定の成績を得たので玄転相略を記載するO

文献によれば､ 1946年 Steenken,Wolinsky及び Heise等抹モルモツtの実験的音的艮部結核症把

対する Prominの効果を検査して殊にその初期の経過には或る程度の好影･轡を輿-､治療群の病像は

一般に対照群のそれに比t/て軽度である事を認めて報告して居るo 即ち､筆験モルモツ下を有毒性人

型菌 (H37Rv株)接種に依 り感作を行ひ,2週間後20倍旧 ｢ツベルク1)ン｣液を用払て皮内反膝を試

み陽性なる事を確かめたる後､更に1適間後有限の前房円に同株浮潜液を凄穣し､同時に Promin投

輿を開始して其の治療効果を観察して居るO観察方法は2人の熱耕した検査者が順序不同に広 も其の動

物の前回検査時め病変程度を知る事なしに検眼して､ 病変番号 (第1度より第5度に至る)を決定 し其

の群の病変番号の算術平均を以て其の群の其の時に於ける病変程度指数 とし､6週間にわた り連続観察

して之を表示して居るのセぁる｡ 叉病変程度は､単なる帽針頭大の角膜渦濁及び虹彩の不肇 より成る

寮小の病変を第1度とし､高庇の漸蔓性角膜潤濁､壊死及び穿孔に至る弟5度迄5段階を区別して居る｡

敢近に至って Gardner,型 撃 及び Rot冶On等 (1949)は､RabbitEyeTest-と赦 して､実験家兎
の両眼前房円に有毒性年型終板菌む接種し､ 其の一眼の前房円に坑結核性物質を注射しつ 1位朕を対

照として治療効果を判定する方漁を提唱して､実際に PAS及び ･Streptomycinに依る治療実験を行

って此等両者がすぐれた治効を示した事を述JTtて犀もO

更に Bj些 (1950)はモルモ再 の前房内に有毒性人型綜核菌 0.01mgを接種して前限部結核症を

惹起し､之に対して PAS250-350mg及び 5(氾～600mg,Streptomycin50mgを用払て治療葵1鞄を
約10週間にわたって行払､前述の Steenken等と同様に病変を微小病変から穿孔に至る 5段階に区分

し七観察所見を衰示して居るが､嘩些堕の成績にーよれば PAS及び Streptomyeinの両者を併用した
場合に治効は衆 も良好で単独に各JZtを用ひた場合には痕の投輿畳に於てはPASは柏,kStreptomycin
に劣る事を認めたと報告して居る｡ 一

夜て､私共の行った実験の概略を述べれば次の如 くである.t

6頭のモルモットを用ひて型の如 く有毒性人型結核菌 (F株)0.1mgを大腿部皮下に感作凍種せる後

3週間にして 堅垣堅 民度膝を試み陽持せる事を確かめて､右眼の前房円に同株 0･001mg(0.1cc)を
接棟する事に依 り突放的前眼部結核症を招来し､モルモツナを2頭宛3群に分ち､夫々PAS治療府､
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streptomycin治療群及び対照群として､前島内結核菌接種 2週間後より冶療実験を開始したのであ

る｡ (前房内接稜後､前眼部結核症の成立に至る経過は､ 欧に述 べた家兎に於ける場合と略jt同様で

あるから茄には省略する｡)投輿量は PASは300mg(5%,6.0cc)Streptomycinは.15mg(0.3cc)

を1日畳とし連日1回モルモツllの背側皮下に注射して前眼部の観察を行払､体重は週2回以上計測し

た｡治療実験は8週間にわたり継続した後､一弾に実験動物を剖検したが､中途にて熊死した動物は其

の都度薦ちに剖検して知見を冨己録し､各旅路は10f落フォルマ1)ン液にて固定し組織模本作成に充てたO

先づ前眼部結核症の経過に及ぼしたPAS及びStreptomycinによる治療実験の影響に就いて述べる

と既に治療開始後鞄1三選の終 りからStreptomycin治療群に於て前眼部病巣の進行が抑制せられ､対照

群に比して角膜病巣部に新生せられた毛細血管網の吸牧縮少､角膜渦潤の部分的滑槌､角膜周擁充血の

撃滅等を認めるに重 り､第2週以後殆と病像中東化を示さず停止性となりたる如 く思はれる所見を一棟

に認める｡又PAS治療群に於てはStreptomycin群より精々遅れて第2週の中頃乃至終 りより､Stre-

ptmycin群と同棲に対照群に比して明らかな好影響を認め病像は停止して以後進行悪化を示さないo

之に反して､ 対照群は経過を迫って次第に病像の恵化を釆し高度の結核性角膜実質炎の像を示すに

至 り､殊に第4週以後に於て治療群との差は著明であるO

既に述べた如 く Steenken等の成績及び Ppjif_tg の所見等に於ては対照動物の角膜は高度の渦潤と

壊死を来し穿孔に至る事が見られるが､目敏例の対照動物に於ては､治療実験を打切る時期迂引に1例も

穿孔を経験しなかった｡ この相違は主として使用せる結核菌株の毒力と前房内接穣結核菌畳の差に基

くものと思はれるo

治療実験の成績の樽略は臥上の好 くであるが､ 実験モルモットの体重経過 (第 1表)に示す如 く､

Streptomycin癖のモルモツtは前沢部病巣-の良好な治療効果にも拘らず､対照動物 よりも早 く或は
Ll

前後して第5週及び第6週の終 りに急激な体重減少を来して衆宛して居 り､然も剖検所見 (第2表)によ

っても明かな如 く内臓諸臓器の結核性変化は極 く微房針ごあって対照動物のそれとの間には著明な差を

認めるo従って比の群のモルモットの死因には Streptomycinの着性との開聯が考-られるのではな

一幕 1襲 実験 モルーもッ ト体重経過
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第2表 突放モZt,モツr剖槍所見 (各臓器に於伊る弓陪核性変牝)

-h 1 --㌔ --- -㌔ 鹿 肝 .騨 呼量量 腎 腹 膜 i林巴腺

2 (士)- (-) (士) o｣7 (-) (-) -(士) -

Strepto.nycin-# 3 (土) (T) (-) 0.6 (-)_ (土) (i=)_
4 ･(tt:) .(-) (士) 0.7 (-_) (-) (土)

対 雌 群 5- .(廿) (≠) (廿) 1.3 (-) (+) (≠)

いかと息ふ｡侍PAS治療群に於ては体重に殆んど急激な変化を示さず中途にて先死せる動物も無 く､

剖検所見も赤､Streptomycin群と同様に対照動物と比較して結核性変化は極めて易者い｡唯PAS治療

群のモルモットに於て注意を惹いた点は注射局所の皮下に著しい硬結を触れる事で其の鳥に実験の中

途に於て塵 滋注射部位を変更しなければならなかったO 剖検時､注意して此の注射部位の皮下組特を

腹腔側より槍した所､ 硬結を和知する部位に:相当して贋範な且つ強い皮下出血班を認め皮下血管の異

常な新生と分枝とを認めたのであるO これは既に官ほれて居る如きPASの血管障碍性に基 くものであ
らうo

対照群のモルモツー捻病像の意化に件払､体重を壬爽策に減じ第5週の中途に於て1世は究死した.叉

剖検所見に於ては何れも臓器の結核性変化は高度であって殊に肺､牌に於て著明である.

以上､モルモットの葵験的前眼部結核症を対象として Streptomycin及び PAsを用ひて治療実験

を行払､両者共に実験的前眼部病巣に対して好影響を輿-る事､治効上 BB が認めた如き両者間の

差は認めなかった事､ (但し此の点に於ては投輿畳の差が当然問題となるのであるが) 治効発現の時

期に多少の葺を認めた事等を観察する事が出来たので茨に其の脚略を報告するo

同僚志保田や Vennesland等の癖究成績によると､試験管内に於ける結核菌の発育阻止カセはStr･

eptomycinに精子劣る程度の PASが人間に於ける授輿量で Streptomycinの 10倍を用ひても狙其

効果が劣ると青ふ事実が 決して注射と内服の差のみによるものではない事も本実験が立証するもので

あり､人間に於て PASを以て Streptomycin1日 lgr.投輿に比肩すべき効果をあげるには恐らく

20gr.･以上の 1日内服畳を必要とするであらうと想像せしめるのである｡ ･

､伺､今後此の実験的前服部結核症を対象として観察する方迭を､各種の物質の抗結核性を動物実験

的に判定する簡単な方港の一一つとして利用し慶いと考-る｡ 両も此の方津は実験の経過に依って姓､

中途に於て被橡物質の畳を任意に増減して其の影響を一々剖検に依る事なく生体の債で或る程度詳細

に碗察出来る利点があるので他の方法に比して精々便利ではないかと息はれるのであるO
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